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創立者あいさつ

人間の健康と美を促進する研究活動を支援し、

より良い社会環境を実現するために

生命科学の健全な発展に寄与し、技術革新と人間重視の両面からより良い社会

環境の実現に貢献したいと願っています。

昨今、日本の経済・社会・文化の持続的な発展のために、研究開発の重要性が

再認識されています。研究開発のために様々な形の公的施策や、公益法人等

により支援措置が取られ､ また民間企業においても共同研究などの様々な改善や

工夫が行われています｡

既成の概念にとらわれず広い視野と新たな発想を持って、農林水産分野、食品

分野、生物学分野において、既に存在する課題はもとより未来を見据えた潜在

的な課題に取り組む基礎研究活動を応援することを目的として、公益財団法人

小柳財団を設立いたしました。

公益財団法人 小柳財団
設立代表者　小柳 昌之



2017 年度 研究助成選考委員名簿
財団役職 氏　名 経　　歴

　選考委員長 　小澤 俊彦 　放射線医学総合研究所　名誉研究員　昭和薬科大学 酸化ストレス研究室　特任教授

　選考委員 　蟻川 芳子 　日本女子大学　名誉教授（前日本女子大学学長・理事長）

　選考委員 　大倉 一郎 　東京工業大学　名誉教授（前東京工業大学副学長）

　選考委員 　上村 みどり 　帝人ファーマ株式会社　生物医学総合研究所創薬化学研究所　上席研究員

　選考委員 　畑中 研一 　東京大学　生産技術研究所　教授

　選考委員 　三原 久和 　東京工業大学　生命理工学院　教授

財団概要

　財団名 　公益財団法人 小柳財団

　理事長 　大倉一郎

　設立 　設立 平成 24 年 11月 1日

　所在地 　〒 101− 0041　東京都千代田区神田須田町 1−24

　TEL 　03−5296− 6299

　FAX 　03−5296− 6259

役員一覧

　評議員 　小柳昌之

　評議員 　知野秀雄

　評議員 　石川和則

　理事長 　大倉一郎

　理事 　蟻川芳子

　理事 　小柳典子

　監事 　宮崎一成



● 研究助成業績報告集 ●

2017年度
［2017年4月1日～2018年3月31日］

公益財団法人 小柳財団

目　次

1
ポリフェノール模倣高分子ポリビニルガロールの精密重合－
共重合化を可能にするフェノール保護基の検討
研究者 ＞ 東京大学 生産技術研究所 ： 吉江 尚子

P.6 - 7

2 長寿遺伝子SIRT1による食嗜好制御機序の解明
研究者 ＞ 群馬大学 生体調節研究所代謝シグナル解析分野 ： 佐々木 努

P.8

3 茶葉の抗酸化物質エピガロカテキンガレートの生合成
研究者 ＞ お茶の水女子大学 基幹研究院 ： 加藤 美砂子

P.9

4
脂肪酸燃焼の亢進が腹部大動脈瘤の
進展・破裂に及ぼす影響の評価
研究者 ＞ 近畿大学 農学部 ： 財満 信宏

P.10 - 11

5
「健康と美」を高める抗酸化物質の機能と安全性の予測を
可能にする分子機能解析法の確立
研究者 ＞ 東京工業大学 物質理工学院応用化学系 ： 宮地 輝光

P.12 - 13

6
可視光応答型窒素添加チタニア光触媒の合理的設計
（チタニア光触媒反応の歯科口腔医療への応用を目指して）
研究者 ＞ 大阪市立大学 複合先端研究機構 ： 吉田 朋子

P.14 - 15

7
細胞外小胞（Extracellular Vesicle)を介した運動の
臓器相関メカニズムの解明
研究者 ＞ 三重大学 保険管理センター ： 小林 由直

P.16

8 グアイアノライドセスキテルペンラクトンのコンビナトリアル生合成
研究者 ＞ 大阪大学 大学院工学研究科生命先端工学専攻 ： 關 光

P.17

9
エラグ酸のエピジェネティクス制御を介した
細胞がん化抑制に与える影響
研究者 ＞ 名古屋市立大学 大学院薬学研究科 ： 長田 茂宏

P.18



10 有害化学物質の効率的除去のための固体触媒開発
研究者 ＞ 大阪市立大学 大学院工学研究科 化学生物系専攻 ： 山田 裕介

P.19 - 20

11 バイオミメティクスによる新規な銅イオン選択的キレート剤の開発
研究者 ＞ 第一薬科大学 薬学部 ： 田畠 健治

P.21 - 22 - 23

12 軽度認知症早期発見のための体外臨床診断用酵素の開発
研究者 ＞ 福島大学 理工学群共生システム理工学類 ： 杉森 大助

P.24 - 25

13
ｐH感受性膜透過性ペプチドとリポソームの複合化による
新規薬物送達キャリアの開発
研究者 ＞ 日本大学 生産工学部応用分子化学科 ： 柏田 歩

P.26 - 27

14
マイクロ液滴培養技術による腸内細菌の
代謝活性シングルセルスクリーニング
研究者 ＞ 早稲田大学 理工学術院 ： 竹山 春子

P.28 - 29

15 様 な々含フッ素メチル基を有する新規五炭糖類の合成方法の開発
研究者 ＞ 東京農工大学 大学院工学研究院応用化学部門 ： 山崎 孝

P.30 - 31

16
生体内味覚受容体シグナリングの理解にむけた
ヒト受容体細胞外領域試料解析系の確立
研究者 ＞ 岡山大学 大学院医歯薬学総合研究科薬学系 ： 山下 敦子

P.32 - 33 - 34

17
女性ホルモン受容体に対する植物エストロゲンの
特異的作用の解明と評価手法の開発
研究者 ＞ 星薬科大学 薬学部 ： 福澤 薫

P.35 - 36

18
健康食品の機能性を発揮させるNrf2システムの
新規動物モデル開発とその活用
研究者 ＞ 筑波大学 医学医療系 ： 小林 麻己人

P.37

19 生活習慣病に伴う認知機能悪化に対する大豆食品の予防効果
研究者 ＞ 大分大学 医学部 内分泌代謝・膠原病・腎臓内科学講座 ： 後藤 孔郎

P.38 - 39

20 Lipid droplet形成におけるTORC2シグナル経路の機能解明
研究者 ＞ 京都大学 農学研究科・応用生命科学専攻 ： 井上 善晴

P.40 - 41



6

● 2017年度　研究助成業績報告集

ポリフェノール模倣高分子ポリビニルガロールの精密重合－共重合化を可能にするフェノール保護基の検討

ポリフェノール模倣高分子ポリビニルガロールの精密重合
－共重合化を可能にするフェノール保護基の検討

研  究  者　▶︎　東京大学 生産技術研究所 ： 吉江 尚子（よしえ なおこ）

研究テーマ



7

● 公益財団法人 小柳財団

ポリフェノール模倣高分子ポリビニルガロールの精密重合－共重合化を可能にするフェノール保護基の検討



8

● 2017年度　研究助成業績報告集

長寿遺伝子 SIRT1による食嗜好制御機序の解明

長寿遺伝子 SIRT1による食嗜好制御機序の解明

研  究  者　▶　群馬大学 生体調節研究所代謝シグナル解析分野 ： 佐々木 努（ささき つとむ）

研究テーマ研究テーマ



9

● 公益財団法人 小柳財団

茶葉の抗酸化物質エピガロカテキンガレートの生合成

茶葉の抗酸化物質エピガロカテキンガレートの生合成

研  究  者　▶　お茶の水女子大学 基幹研究院 ： 加藤 美砂子（かとう みさこ）

研究テーマ



10

● 2017年度　研究助成業績報告集

脂肪酸燃焼の亢進が腹部大動脈瘤の進展・破裂に及ぼす影響の評価

脂肪酸燃焼の亢進が腹部大動脈瘤の
進展・破裂に及ぼす影響の評価

研  究  者　▶　近畿大学 農学部 ： 財満 信宏（ざいま のぶひろ）

研究テーマ



11

● 公益財団法人 小柳財団

脂肪酸燃焼の亢進が腹部大動脈瘤の進展・破裂に及ぼす影響の評価



12

● 2017年度　研究助成業績報告集

「健康と美」を高める抗酸化物質の機能と安全性の予測を可能にする分子機能解析法の確立

「健康と美」を高める抗酸化物質の機能と安全性の
予測を可能にする分子機能解析法の確立

研  究  者　▶　東京工業大学 物質理工学院応用化学系 ： 宮地 輝光（みやじ あきみつ）

研究テーマ



13

● 公益財団法人 小柳財団

「健康と美」を高める抗酸化物質の機能と安全性の予測を可能にする分子機能解析法の確立



14

● 2017年度　研究助成業績報告集

可視光応答型窒素添加チタニア光触媒の合理的設計（チタニア光触媒反応の歯科口腔医療への応用を目指して）

可視光応答型窒素添加チタニア光触媒の合理的設計
（チタニア光触媒反応の歯科口腔医療への応用を目指して）

研  究  者　▶　大阪市立大学 複合先端研究機構 ： 吉田 朋子（よしだ ともこ）

研究テーマ



15

● 公益財団法人 小柳財団

可視光応答型窒素添加チタニア光触媒の合理的設計（チタニア光触媒反応の歯科口腔医療への応用を目指して）



16

● 2017年度　研究助成業績報告集

細胞外小胞（Extracellular Vesicle) を介した運動の臓器相関メカニズムの解明

細胞外小胞（Extracellular Vesicle)を介した運動の
臓器相関メカニズムの解明

研  究  者　▶　三重大学 保険管理センター ： 小林 由直（こばやし よしなお）

研究テーマ



17

● 公益財団法人 小柳財団

グアイアノライドセスキテルペンラクトンのコンビナトリアル生合成

グアイアノライドセスキテルペンラクトンの
コンビナトリアル生合成

研  究  者　▶　大阪大学 大学院工学研究科生命先端工学専攻 ： 關 光（せき ひかる）

研究テーマ



18

● 2017年度　研究助成業績報告集

エラグ酸のエピジェネティクス制御を介した細胞がん化抑制に与える影響

エラグ酸のエピジェネティクス制御を介した
細胞がん化抑制に与える影響

研  究  者　▶　名古屋市立大学 大学院薬学研究科 ： 長田 茂宏（おさだ しげひろ）

研究テーマ



19

● 公益財団法人 小柳財団

有害化学物質の効率的除去のための固体触媒開発

有害化学物質の効率的除去のための固体触媒開発

研  究  者　▶　大阪市立大学 大学院工学研究科 化学生物系専攻 ： 山田 裕介（やまだ ゆうすけ）

研究テーマ



20

● 2017年度　研究助成業績報告集

有害化学物質の効率的除去のための固体触媒開発



21

● 公益財団法人 小柳財団

バイオミメティクスによる新規な銅イオン選択的キレート剤の開発

バイオミメティクスによる新規な銅イオン選択的
キレート剤の開発

研  究  者　▶　第一薬科大学 薬学部 ： 田畠 健治（たばた けんじ）

研究テーマ



22

● 2017年度　研究助成業績報告集

バイオミメティクスによる新規な銅イオン選択的キレート剤の開発



23

● 公益財団法人 小柳財団

バイオミメティクスによる新規な銅イオン選択的キレート剤の開発



24

● 2017年度　研究助成業績報告集

軽度認知症早期発見のための体外臨床診断用酵素の開発

軽度認知症早期発見のための体外臨床
診断用酵素の開発

研  究  者　▶　福島大学 理工学群共生システム理工学類 ： 杉森 大助（すぎもり だいすけ）

研究テーマ



25

● 公益財団法人 小柳財団

軽度認知症早期発見のための体外臨床診断用酵素の開発



26

● 2017年度　研究助成業績報告集

ｐH 感受性膜透過性ペプチドとリポソームの複合化による新規薬物送達キャリアの開発

ｐH 感受性膜透過性ペプチドとリポソームの
複合化による新規薬物送達キャリアの開発

研  究  者　▶︎　日本大学 生産工学部応用分子化学科 ： 柏田 歩（かしわだ あゆみ）

研究テーマ



27

● 公益財団法人 小柳財団

ｐH 感受性膜透過性ペプチドとリポソームの複合化による新規薬物送達キャリアの開発



28

● 2017年度　研究助成業績報告集

マイクロ液滴培養技術による腸内細菌の代謝活性シングルセルスクリーニング

マイクロ液滴培養技術による腸内細菌の
代謝活性シングルセルスクリーニング

研  究  者　▶　早稲田大学 理工学術院 ： 竹山 春子（たけやま はるこ）

研究テーマ



29

● 公益財団法人 小柳財団

マイクロ液滴培養技術による腸内細菌の代謝活性シングルセルスクリーニング



30

● 2017年度　研究助成業績報告集

様 な々含フッ素メチル基を有する新規五炭糖類の合成方法の開発

様 な々含フッ素メチル基を有する新規五炭
糖類の合成方法の開発

研  究  者　▶　東京農工大学 大学院工学研究院応用化学部門 ： 山崎 孝（やまざき たかし）

研究テーマ



31

● 公益財団法人 小柳財団

様 な々含フッ素メチル基を有する新規五炭糖類の合成方法の開発



32

● 2017年度　研究助成業績報告集

生体内味覚受容体シグナリングの理解にむけたヒト受容体細胞外領域試料解析系の確立

生体内味覚受容体シグナリングの理解にむけた
ヒト受容体細胞外領域試料解析系の確立

研  究  者　▶　岡山大学 大学院医歯薬学総合研究科薬学系 ： 山下 敦子（やました あつこ）

研究テーマ



33

● 公益財団法人 小柳財団

生体内味覚受容体シグナリングの理解にむけたヒト受容体細胞外領域試料解析系の確立



34

● 2017年度　研究助成業績報告集

生体内味覚受容体シグナリングの理解にむけたヒト受容体細胞外領域試料解析系の確立



35

● 公益財団法人 小柳財団

女性ホルモン受容体に対する植物エストロゲンの特異的作用の解明と評価手法の開発

女性ホルモン受容体に対する植物エストロゲンの
特異的作用の解明と評価手法の開発

研  究  者　▶　星薬科大学 薬学部 ： 福澤 薫（ふくざわ かおり）

研究テーマ



36

● 2017年度　研究助成業績報告集

女性ホルモン受容体に対する植物エストロゲンの特異的作用の解明と評価手法の開発



37

● 公益財団法人 小柳財団

健康食品の機能性を発揮させる Nrf2 システムの新規動物モデル開発とその活用

健康食品の機能性を発揮させるNrf2 システムの
新規動物モデル開発とその活用

研  究  者　▶　筑波大学 医学医療系 ： 小林 麻己人（こばやし まこと）

研究テーマ



38

● 2017年度　研究助成業績報告集

生活習慣病に伴う認知機能悪化に対する大豆食品の予防効果

生活習慣病に伴う認知機能悪化に対する
大豆食品の予防効果

研  究  者　▶　
大分大学 医学部 内分泌代謝・

　　　　　　    膠原病・腎臓内科学講座 ： 後藤 孔郎（ごとう こうろう）

研究テーマ



39

● 公益財団法人 小柳財団

生活習慣病に伴う認知機能悪化に対する大豆食品の予防効果



40

● 2017年度　研究助成業績報告集

Lipid droplet 形成におけるTORC2 シグナル経路の機能解明

Lipid droplet 形成における
TORC2 シグナル経路の機能解明

研  究  者　▶　京都大学 農学研究科・応用生命科学専攻 ： 井上 善晴（いのうえ よしはる）

研究テーマ



41

● 公益財団法人 小柳財団

Lipid droplet 形成におけるTORC2 シグナル経路の機能解明







公益財団法人  小柳財団




